
　
近
年
、
地
球
規
模
の
問
題
と
し
て
大
き

く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
地
球
温
暖
化
。

日
本
で
も
真
夏
日
や
観
測
史
上
最
高
気
温

を
更
新
す
る
地
点
が
増
え
て
い
る
こ
と
が

話
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
地
球
の
気

温
が
上
昇
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
地
球
温
暖
化
の
一
番
の
原
因
と
考
え
ら

れ
て
い
る
の
が
大
気
中
の
二
酸
化
炭
素
濃

度
の
増
加
で
す
。
二
酸
化
炭
素
を
は
じ
め

と
し
た
気
体
に
は
熱
（
赤
外
線
）
を
閉
じ

込
め
る
「
温
室
効
果
」
が
あ
り
ま
す
。
普

段
、
そ
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
お
か
げ
で
、

地
球
の
気
温
は
一
定
に
保
た
れ
て
い
ま
す

が
、
大
気
中
の
二
酸
化
炭
素
濃
度
が
増
え

過
ぎ
る
こ
と
で
、
地
表
の
熱
を
宇
宙
へ
放

出
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
結
果
と
し
て
地

球
の
気
温
が
上
昇
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
で
は
、
地
球
温
暖
化
が
進
む
と
ど
の
よ

う
な
問
題
が
起
こ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
地

球
の
温
度
が
高
く
な
る
と
極
地
の
氷
が
溶

け
、
海
水
が
増
え
て
海
面
が
上
昇
し
、
陸

地
が
水
没
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
大
気
中
の
水
蒸
気
が
増
え
、
大
雨
や

台
風
な
ど
の
異
常
気
象
が
発
生
し
や
す
く

な
り
ま
す
。

　
２
０
１
５
年
時
点
で
日
本
は
世
界
で
５

番
目
に
二
酸
化
炭
素
排
出
量
が
多
い
国

で
す
。
同
年
の
パ
リ
協
定
で
、
日
本
は

２
０
３
０
年
ま
で
に
２
０
１
３
年
度
比

26
％
の
二
酸
化
炭
素
削
減
目
標
を
定
め
、

そ
の
中
で
家
庭
部
門
で
約
40
％
の
削
減
を

目
標
に
し
て
い
ま
す
。

　
左
図
は
市
内
に
お
け
る
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量
の
推
計
で
す
。
家
庭
部
門
で
の
排

出
量
が
増
加
し
て
お
り
、
各
家
庭
で
の
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
削
減
す
る
こ
と
が

急
務
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
人
類
が
将
来

に
わ
た
っ
て
地
球
で
暮
ら
し
て
い
け
る
よ

う
、
市
で
は
「
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計

画
（
区
域
施
策
編
）」
を
策
定
し
ま
し
た
。

現
在
の
地
球
温
暖
化
問
題

市
内
の
温
室
効
果
ガ
ス

市内の温室効果ガス排出量の推移（参考値）

全国地球温暖化防止活動推進センターウェブサイト
（http://www.jccca.org/）より
※ ppm＝ 100万分の１

温
暖
化
か
ら

地
球
を救

う
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地球温暖化対策実行計画（区域施策編）

　
こ
の
よ
う
な
行
動
を
取
る
こ
と
で
、
二

酸
化
炭
素
の
排
出
量
を
削
減
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
少
し
意
識
す
る
だ
け
で
す
ぐ

に
取
り
掛
か
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
が
ほ

と
ん
ど
で
す
。

　
一
人
一
人
に
で
き
る
こ
と
は
小
さ
な
こ

と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
ら
が
積
み

重
な
り
、
未
来
の
地
球
環
境
保
全
に
大
き

な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
一
つ
ず
つ
始

め
ま
し
ょ
う
。

　
こ
こ
に
挙
げ
た
も
の
以
外
に
も
、

・
１
日
５
分
間
の
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ

プ
を
実
施
（
年
間
約
39
㎏
のCO

₂

削
減
、

年
間
約
１
９
０
０
円
節
約
）

・
風
呂
の
残
り
湯
を
使
っ
て
洗
濯
（
年

間
約
７
㎏
のCO

₂

削
減
、
年
間
約

４
２
０
０
円
節
約
）

・
ポ
ッ
ト
や
ジ
ャ
ー
の
保
温
機
能
を
な
る

べ
く
使
わ
な
い
（
年
間
約
34
㎏
のCO

₂

削
減
、
年
間
約
１
９
０
０
円
節
約
）

・
テ
レ
ビ
を
見
る
時
間
を
１
日
１
時
間
減

ら
す
（
年
間
約
14
㎏
のCO

₂

削
減
、
年

間
約
８
０
０
円
節
約
）

　
市
内
で
は
今
後
も
人
口
が
増
え
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
市
民
全
員
が
意
識

し
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
家
庭
か
ら
の
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
減
ら
す
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

　
で
は
、
子
ど
も
や
孫
、
さ
ら
に
先
の
世

代
に
安
全
な
地
球
を
残
す
た
め
、
私
た
ち

は
何
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
左
記
に
挙
げ
た
の
は
、
各
家
庭
で
実
施

す
る
こ
と
の
で
き
る
取
り
組
み
の
一
例
で

す
。

　地球温暖化は人類の生存基盤に関わる重要な環境問題であることから、市においても、市域から排出され
る温室効果ガスの排出量削減に向けて、地域の特性に合った地球温暖化対策を推進し、温暖化防止に貢献す
ることを目的とします。
　市では 2030 年度に、2013 年度に対して温室効果ガス排出量を 20.3％削減させることを目標とします。
これは量にすると約 8.4 万㌧の削減となります。
　・計画期間は 2018年度から 2030年度までとし、基準年度は国に準じて 2013年度とします
　・計画の対象は市内全域とし、全ての人が取り組めるよう、市民、事業者および市内全てを対象とします

家
庭
で
で
き
る
温
暖
化
対
策

冷房を１℃高く、暖房を
１℃低く温度設定

家電の主電源を切ったり、
コンセントを抜く

家族が一部屋に集まり、
照明や空調使用を抑える

マイバッグを持参し、レ
ジ袋を削減

シャワーの使用を１日１
分、家族全員が減らす

通勤や買い物の際に公共
交通機関や自転車を使用

年間約 33㎏のCO₂ 削減
年間約 1,800 円節約

年間約 60㎏のCO₂ 削減
年間約 3,400 円節約

年間約 238㎏のCO₂ 削減
年間約 10,400 円節約

年間約 58㎏のCO₂ 削減

年間約 69㎏のCO₂ 削減
年間約 7,100 円節約

年間約 184㎏のCO₂ 削減
年間約 9,200 円節約
※週2日、往復８㎞の利用として

冷暖房の温度設定

待機電力 50％削減

リビングでだんらん 買い物袋を持参

シャワーで節水

自動車利用の削減

年間約33㎏のCO₂ 削減
年間約 1,800 円節約

年間約 60㎏のCO₂ 削減
年間約 3,400 円節約

年間約 238㎏のCO₂ 削減
年間約 10,400 円節約

年間約 58㎏のCO₂ 削減

年間約 69㎏のCO₂ 削減
年間約 7,100 円節約

年間約 184㎏のCO₂ 削減
年間約 9,200 円節約
※週2日、往復８㎞の利用として

※数値は全国地球温暖化防止活動推進センターウェブサイトより




